
　10月は食品ロス削減月間です。食品ロスとは「食べられるのに捨てら
れてしまう食べ物」のことです。日本では年間約618万トンが捨てられ、
これは国民一人当たり、ごはん茶碗1杯分の食べ物を毎日捨てていること
になるそうです。食品ロスをそのままにしておくと、たくさんの食べ物
をむだにしてしまうだけでなく、環境の悪化を招き、地球規模の食料危
機にも対応できません。食べ方や生活の工夫で、ぜひ解決したい問題で
す。みんなで取り組んでいきたいですね。
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学校給食では足りなくな

ったり、作りすぎたりし

ないよう、栄養教諭が毎

日、人数分をきちんと

計算して作っています。

「今日の献立なんだ

ろう？」のテーマ

は、食材・料理・生

産者・生産地のこと

などです。知ること

で、献立と子供の心

との距離を縮めます。

自分に合ったふさ

わしい量を知り、

それをなるべく残

さず食べるように

して、食べ残しを

減らします。

給食委員会では、

毎年食品ロスを

削減するために

何ができるか話

し合い、「完食

キャンペーン」

やお椀のご飯粒

チェックなどの

活動を行ってい

ます。

コロナ禍の影響をうけた農林水産物を支援

する国の助成制度により、無償でいただき

ました。

鹿児島県のおいしいかんぱち

いただきます！
学校では「何が何でも食品ロスをゼロにするぞ！」という姿勢で取り組むことはしません。

食品ロス削減だけを考えれば、子どもが好きな献立だけを出していればよいでしょう。しか

し、子供たちは今、まさに成長の途中です。色々な食べ物や料理に出会い、必要な栄養を過

不足なくとり、はじめての食べ物や料理にも挑戦しながら、自分なりの食事に向かう姿勢の

一つとして、食品ロス削減の観点も大切にしながら、食育を進めていきたいと考えています。

苦手なものもほんの少しの量からチャレンジして、色々な味覚を覚えてくれるといいなと思

います。

よくかむことに集中し、

味わっていただきます おわんの持ち方も

じょうずです。

黙って食べます！
しっかり間を

あけています！


